
弁護士法人奔流  法律事務所宗像オフィス
相談予約 ☎0940(34)1110◇初回相談（予約制・１時間）無料◇

（受付時間・平日９～17時）
当事務所では、男女２名の弁護士が、一般民事、家事（相続・
離婚等）、交通事故、医療事故、建築紛争、労働、行政、刑事弁護、
犯罪被害、成年後見、遺言、債務整理、過払金回収、その他、
あらゆる法律問題に対応いたします。

宗 像 市 赤 間 駅 前 １ 丁 目 ４ 番 ７ 号
赤 間 セ ン タ ー ビ ル ３ 階（ＪＲ赤 間 駅 北 口）
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所属弁護士　小出真実・髙本稔久（福岡県弁護士会所属）

＜書籍のご案内＞　『未来（あした）を拓く人』　価格３２４０円
　当法人の設立者で、２０１２年に他界した池永満弁護士の追悼集ができました。
環境問題、戦後補償問題、法曹養成問題、患者の権利確立運動といった池永弁護士が
取り組んだ課題を通して、その生涯を振り返ります。
購入ご希望の方は当事務所までご連絡ください。

平成31年1月15日号 むなかたタウンプレス ❹

（広告）

期＝日時、開催日、期間  所＝場所  対＝対象  定＝定員  料＝料金、費用  託＝託児  〆＝申込締切日
申＝申込先  問＝問い合わせ先  ☎＝電話  Ｆ＝ファックス  ＝メール  HP＝ホームページ  FB＝フェイスブック

世界に咲かせたい！人権の花
 東郷小学校のひまわり栽培活動

　この活動は福岡法務局人権擁護委員会の活動の一環で、宗像市人権擁

護委員や市人権対策課も参加して人権学習やひまわり栽培の支援を行っ

ています。	 	 	 	 　　問人権対策課 ☎（36）1270

　昨年４月から、ひまわ

りの種をまき、成長を観

察し、採種した東郷小３

年生や栽培委員会の児童

たち。９月に開催された

運動会では、３年生104

人と栽培委員がグラウン

ド中心に集まりエコ風

船に栽培した種を付け、

元気よく大空に放しまし

た。運動会に参加してい

た保護者のみなさんや全校児童の歓声が湧き上がる中、ひまわりの種た

ちは元気よく遠くへ旅立ちました。その後、自分たちで作ったひまわり

の花を付け、運動会の演技をしました。

　毎日の学校生活で、自分の人権とまわりの人たちの人権を大切にする

心を学んでいる子どもたち。思いを込め種をつけた風船が、多くの人た

ちに届くことを願っています。

　また、昨年12 月に宗像ユリックスで開催した人権強調期間作品パネ

ル展「市民が創る人権の世界」では、東郷小学校のひまわり栽培活動の様

子を展示。人権を大切にする教育活動が家庭や地域に広がりを見せよう

としています。　

運動会で元気よく風船を飛ばしました

【中・高生の居場所づくり】昼食作り、卓球、ネイルチップ、漫画本、手芸キット、ボードゲームなどで自由な時間を過ごしませんか。
期毎月第４日曜日 10:00 〜 17:00 所発達支援センター （メイトム宗像・別館） 対市内在住の中学生と高校生料無料問子ども育成課 ☎ （36） 1214

子どもたちの手から家庭・地域へ広がる人権の種

　

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
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憶
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鉱
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記
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ら
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ま
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10
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通
信
使
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関
す
る
記
録
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３
３
点

が
登
録
さ
れ
ま
し
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。

　

朝
鮮
通
信
使
は
、江
戸
時
代
に
朝
鮮

国
王
が
徳
川
将
軍
家
に
友
好
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平
和
外

交
と
し
て
派
遣
し
た
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使
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２
０
０
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12
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。

　

通
信
使
の
船
団
は
、対
馬
、壱
岐
、相

島（
新
宮
町
）に
寄
港
し
た
後
、下
関
に

向
か
い
ま
す
が
、そ
の
う
ち
２
回
は
相

島
出
港
後
、
緊
急
的
に
地
島
に
寄
港
。

第
８
次
の
正
徳
元（
１
７
１
１
）年
と
第

９
次
の
享
保
４（
１
７
１
９
）年
の
こ
と

で
し
た
。

　

特
に
第
９
次
は
４
７
５
人
の
大
使
節

団
で
、
こ
の
時
の
記
録
が
書
記
官
・
申シ

ン

維ユ
ハ

ン翰
の
名
著『
海か

い
ゆ
う
ろ
く

游
録
』に
あ
り
ま
す
。

８
月
10
日
に
相
島
を
出
港
後
、芦
屋
沖
を

航
行
中
に
逆
風
と
大
波
の
最
悪
の
状
態

に
な
り
地
島
に
入
港
。
多
く
の
人
は
船

内
に
宿
泊
し
ま
し
た
が
、三
使（
正
使
・

副
使
・
従
事
官
）は
、島
内
の
西さ

い
こ
う
じ

光
寺
を
宿

舎
と
し
ま
す
。
一
週
間
の
滞
在
中
、三

使
は
詩
文
を
作
っ
た
り
、対
馬
藩
の
儒
学

者
・
雨

あ
め
の
も
り森

芳ほ
う
し
ゅ
う

洲
と
漢
詩
の
交
換
を
し
た
り

と
、地
島
は
朝
鮮
通
信
使
史
上
、異
彩
を

放
つ
歴
史
を
刻
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
２
月
15
日
号
へ
続
く
）
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光
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０
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地島の泊渡船場から徒歩３分の場所
にある西光寺

（厳島宮境内から撮影）

地
島
寄
港
三
百
周
年
～
朝
鮮

通
信
使
・
風
波
を
避
け
て
～

古
道
さ
ん
ぽ

【
事
例
】

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
店
で
割
安
に
な
る
と
言
わ
れ
10
回
の
回
数
券

を
購
入
し
た
。
し
か
し
、よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
こ
の
先

ず
っ
と
通
え
る
か
分
か
ら
な
い
。
ま
だ
一
度
も
使
用
し
て
い

な
い
が
返
金
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。（
60
歳
代
・
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

回
数
券
は
一
回
あ
た
り
の
料
金
が
安
く
な
る
な
ど
お
得

感
が
あ
り
ま
す
が
、未
使
用
で
も
必
ず
返
金
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、健
康
状
態
や
生
活
環
境
の
変
化
で
先
々

通
う
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、期
限
内
に
使
い
切
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
お
得
感
に
惑
わ
さ
れ

ず
、購
入
前
に
条
件
な
ど
を
し
っ
か
り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た「
世
界
遺
産
学
習
全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
む
な

か
た
」で
は
、世
界
遺
産
学
習
を
核
と
す
る「
ふ
る
さ
と
学
習
」に
つ
い

て
、全
国
の
世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち

か
ら
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
実
践

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
表

で
は
、学
習
の
中
で
抱い
だ

い
た
郷
土
へ

の
誇
り
や
愛
情
が
お
お
い
に
感
じ
ら

れ
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

大
切
な
ふ
る
さ
と
を
将
来
へ
守
り
つ

な
い
で
い
く「
む
な
か
た
び
と
」が
多

く
生
ま
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。
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９
０

回
数
券
の
購
入
は
よ
く
考
え
て
！　

で
ば
ん
ビ
ち
ゃ
ん

回数券
回数券

パネルディスカッションで発表する
大島学園の生徒と吉武小の児童

郷
土
へ
の
愛
情
を
再
確
認

伊豆美沙子市長

伝
え
タ
イ
！

み
さ
こ
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こ
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信
通
信

のの


